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～〃顔献被災者支援と地域復興
=こ
回を ～

3月 11日 、M9.0と いうまさに巨大地震が起き、それによる大津波が東北地方の沿岸部
を襲つた。犠牲者に哀悼の意を捧げ、被災者に心からお見舞い申し上げる。

襲来する津波の映像が、繰 り返 しTVで 流れた。水の量も速さも、雨による河川の洪水の比
ではないЭ堅固とされた防波堤はいとも簡単に破壊 された。土木建築 (ハー ド)での防災の限
界を思い知 らされた。これだけ広範囲の壊滅的被害に対 して、人々が普通の暮 らしを取 り戻す

"復興"にはどれだけのお金がかかるだろう?

はつきりしていることは、「これまでのしがらみで作ることになっているから作るJと いう

たぐいの不要なダム 。ダム関連事業を進めている場合ではない、とい うことだ。厳 しい財政の

お り、被災者支援 と地域復興にこそ予算を振 り向けてほしい。  (4ペ ージヘ )

内ヶ谷ダム「検証」
2月 5日  長良川市民学習会・シンポジウム
「長良川に内ヶ谷ダムは必要か ?」 盛況に
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岐阜新聞

2月 22日  岐阜県知事への申し入れ  … 岐阜県8団体
昨年 11月 24日 の申し入れに重ねて、岐阜県を中心とする 8つの市民団体が共同で要請書
を提出した。

1 内ケ谷ダム建設事業の検証について
(1)必要な情報を開示 し、流域住民・県民に説明責任を果たすこと。
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（２） 「検討の場」の学識者委員と市民側推薦の専門家

とのオープンな議論の場を設けること。

（３） 情報が公開されていない現状に鑑み、現行の日程

案を強行しないこと。

２ 木曽川水系導水路事業 および 長良川河口堰開門調査

について

（ ） 「 」 。１ 木曽川水系導水路 推進 の立場をとらないこと

（２） 長良川河口堰開門調査実現にむけ、愛知県・名古

屋市などと協力すること。

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

それでも進む内ヶ谷ダム「検証」作業
～第２回「検討の場」・第２回パブコメ募集・説明会～

２月２８日、突然に「第２回内ヶ谷ダム検討の場」が開催

され、洪水対策５案、河川に必要な水の確保２案が提示され

た。明言はしていないものの「現行ダム計画優位」という方

向を示している。この「第２回検討の場」資料に若干のバッ

クデータを追加して、３月１５日から５月８日まで２回目の

パブコメを募集している。

また４月７日に関市で、４月２１日に郡上市で説明会を行うと発表された（４月１日 。）

パブコメは聞きおくだけ、説明会は河川管理者の言い分を説明するだけということになりそ

うだが（それが今までの例 「第１回検討の場」で示されたスケジュールを若干変更させたの）、

は、要請行動や第１回パブコメへの意見やシンポジウムの成果といえるのかもしれない。

主催：長良川水系・水を守る会４月２４日（日） 内ヶ谷ツアー
検証対象作業が進んでいますが、多くの人に内ヶ谷の自然を感じていただいて、ダムに

沈めてはいけないと考えて欲しいと思っています。

４月２４日（日） 午前７時 郡上市大和町 大和庁舎 駐車場に集合

服装： 沢登り・渓流釣りの格好（ウェーダーなど 、帽子、軍手 カッパ）

参加される方は、メールで長良川水系・水を守る会にご連絡下さい。

以下のアドレスをクリックすると、メールフォームという が開きます。HP

http://form1.fc2.com/form/?id=479788

壊してはならない内ヶ谷の自然

クマタカはいる、イヌワシがいるかも？ … 希少種「黒塗り」公開
（ ） 。 。ダムはその地域の自然環境を大きく改変 破壊 する 十分な環境調査があってしかるべき

環境アセス法不適用に経過だが（法施行前に計画化されたから 、今の時代 「自然環境？そん） 、

なもの知らない」で通るはずがない。が、この「検討の場」では、内ヶ谷ダム環境関係の資料

は何も公表されていない。情報公開請求をしたら「希少種の種名、全面黒塗り」という驚くべ
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き不開示（２月３・４日付け新聞記事参照 。で、異議申し立てをすべく、もう一度インター）

ネットで公開されている「長良川圏域河川整備計画」をみたら、Ｐ１２とのｐ１３にスゴイ情

。「 」 「 」、報が 内ヶ谷ダム周辺環境調査結果 だとしてイヌワシ・クマタカ・オオタカの 揃い踏み

イヌワシが国の天然記念物であることも記しているじゃないですか！！！

そもそも岐阜県の担当者がインターネットで公開されていることも知らない、ただ機械的に

「希少種は黒塗り 。何かというと「専門家の先生のご助言を頂いております」と言うけど、」

この黒塗りには岐阜県に委嘱されている内ヶ谷の鳥類関係の専門家も困惑している模様。

徳山ダム湛水域のイヌワシは消された？！

１月２５日に「平成２２年度（第 回）中部地方ダム等管理フォローアップ委員会」が開か2

れた。この委員会への報告をもって、徳山ダムモニタリング部会は終了となった。

報告資料では、イヌワシに関するコメントは一言もない（表の中でイヌワシが１回出てくる

のみ 。１９９６年３月に、私たちが徳山ダム集水息にイヌワシが生息していることを明らか）

にしたときから、猛禽類調査は始まった。以来、１０年間に７億６０００万円、さらに「徳山

ダムモニタリング部会」での調査。最終報告書でイヌワシについて何の言及もしないことで、

徳山ダム湛水域にイヌワシが棲息していた（残念ながら過去形で語る。これが不適切で現在形

「 」 ） 。で 棲息している と言えることを祈っている 事実まで抹殺していこうという意図を感じる

二重三重に「徳山ダム湛水域のイヌワシは消された 。」

名古屋・愛知のトリプル選と導水路事業

２月６日に投開票があった愛知県知事選・名古屋市長選・名古屋市議会解散住民投票の「ト

リプル選 。導水路事業と長良川河口堰開門は、そこそこに話題になった（新聞記事参照 。」 ）

大村秀章愛知県知事の誕生、河村たかし名古屋市長の再選で、古田肇・岐阜県知事の発言も

微妙に変化してきているようにも感じる。

「凍結」中の木曽川水系連絡導水路事業だが、今年度も３億５０００万円の予算がついてい

る。うち「業務取扱費 （水資源機構木曽川水系連絡導水路建設所を維持する費用）が２億２」

。「 」「 」 、 。２００万円 凍結 再検討 という看板の下で ずるずるとこんな支出が続くのは許せない

２月１７日 愛知県知事への申し入れ … 導水路はいらない！愛知の会
選挙後、早速新しい愛知県知事に要請行動を行った。

１．愛知県として、平成２３年度予算に導水路関連支出を計上しないこと。

平成２３年度の国からの支払い要求に応じないこと。

２．国交省中部地整が平成２２年１２月２２日に開催した「第１回木曽川水系連絡

木曽川導水路事業の関係地方公共団体からなる検討の場幹事会」で、愛知県を代表

（ ） 、 、した出席者が発言した愛知県の立場 ＝前知事の立場 は 貴職の立場とは異なり

継続性がないことを 「検討の場」事務局に、早急かつ明確に伝えること。、

愛知県の今年度当初予算には、導水路事業の直轄負担金は盛り込まれなかったが、６月に

予定されている補正では、どうなるか？
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便利さよりいのちが大事 … 浜岡原発即時停止を

「原発は５重の壁で安全をが守られている。環境中に放射能が漏れ出すことはない」と宣伝

されていた。しかし”５重の壁”は次々と破られ、大気、水、土壌に高濃度の放射能が検出さ

れる事態となっている。

全電源喪失という「想定外」の事態をもたらし、それが「冷やす」機能も「閉じこめる」機

。 、 、 （ ）能も喪失させた 格納容器 圧力容器の危機は続き 放射性物質の環境への放出 放射能汚染

が続いている。現地で作業する人々の懸命の作業が幸運にも実を結んだとしても、冷温停止す

るには数ヶ月かかると言われている。３月３０日、東京電力の会長は「 事態が収束し、福島（

第一原発の廃炉に至るまで）数十年がかり」との見解を示した。

他方 「３０年以内に８７％の確率っで起、

こる」といわれている東海大地震。その東海

大地震の想定震源域の真上に、中部電力浜岡

原子力発電所がある。夏の最も電力消費が多

い時期に浜岡原発の全原子炉がトラブルで止

まったことがあったが、停電は起こらなかっ

た。実は電気は余っているのだ。

そして電気の消費を減らすのは難しくはな

い 「電気がないと困る！」と煽られて、危。

険な原発を動かし、何十年、何百年先まで問

題を残し続けることは許されるのだろうか？

たとえ不便ではあっても電気はなくても人間は生きていける。停電は確かに厳しいが、節電

で命が危険にさらされることはない。しかし人間は空気と水を大地がなくては人は生きられな

い。きれいな空気、きれいな水、きれいな大地を守り、取り戻すことが優先のはずだ。

東海大地震が起こってからでは遅い。危険な浜岡原発はただちに運転停止を。

３月２７日、名古屋・栄で、若者がネットで呼びかけた『脱原発を歩こう！～ストップ

ぱれーど～』が３００人以上（４５０人？）の参加で行われた。そこでは「原発HAMAOKA

卒業」というプラカードもあった。 もう卒業しよう！原発頼みの暮らし。

８月２０日・２１日（予定）恒例：徳山村キャンプ
詳細は次号に。多分最終回となるでしょう。

＜注目して下さい＞

ぎふ・西濃“新しい縁づくり”
～東北・太平洋沖大震災被災者受け入れ事業～

http://gifu-en-dukuri.blogspot.com/

徳山ダム建設中止を求める会 代表：上田武夫「やめよ！徳山ダム」
http://www.tokuyamadam-chushi.net http://tokuyamad.exblog.jp/公式 HP 事務局長ブログ

編集責任：近藤ゆり子 大垣市田町１－２０－１事務局 〒 503-0875
TEL/FAX Email k-yuriko@octn.jp０５８４－７８－４１１９ ：

カンパ歓迎郵便振替：00800-7-31632 年会費 １０００円
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嚇
詐
ダ
彎
意
識
の
変
革
を
」

の

「亀
屠
島
川
」
の
洪
水

対

策

の
た
め

に
計

画
さ

れ
、
７８
年
に
予
備
調
査
が

始
ま

っ
た
。
重
力
式
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
で
、
総
貯
水

量
は
約
１
１
５
０
万

ント
。

事
業
費
は
０３
年
の
再
算
定

で
は
３
４
０
億
円
。
現
在

ダ
ム
は
未
着
工
だ
が
、
既

に
約
１
７
９
億
円
が
投
資

さ
れ
て
い
る
。

今
本
名
誉
教
授
は
、
川

の
断
面
グ
ラ
フ
を
示
し
、

現
在
の
堤
防
の
高
さ
が
、

計
画
で
設
定
さ
れ
て
い
る

河

川
整

備

の
目
標
水

位

「計
画
高
水
位
」
よ
り
低

い
部
分
が
随
所
あ
る
が
、

「河
道
掘
削
だ
け
で
対
応

で
き
る
」
と
話
し
た
。
そ

の
上
で

「洪
水
を
流
域
全

体
で
受
け
止
め
る
と
い
う

意
識
に
変
え
る
必
要
が
あ

る
」
と
指
摘
。
堤
防
強
化

や
水
防
活
動
な
ど
の
危
機

管

理

の
必

要
性
を
訴

え

シンポジウムで「意識を変える必要がある」

と話す今本さん (若から 2人目)=岐阜市で

た
。ま

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
市
民
団
体

「
長
良
川

水
系

・
水
を
守
る
会
」
の

亀
崎
敬

介
事

務

局
長
が

「内
ケ
谷
に
は
、
福
井
県

で
希
少
種
と
さ
れ
る
カ
ワ

ネ
ズ
ミ
な
ど
、
川
の
流
れ

の
中
で
生
き
る
動
植
物
が

い
る
」
と
話
し
、

「ダ
ム

で
渓
流
の
流
れ
を
止
め
れ

ば
、
彼
ら
は
ど
こ
に
行
く

の
か
」
と
ダ
ム
建
設
に
よ

る
環
境

へ
の
影
響
に
懸
念

を
示
し
た
。

【
石
山
絵
歩
】

一‐県‐‐一一
＝
一
対…市
民
―こ…面

岐̈
阜
県
が
郡
上
市
の―
長

良‐川
支
流
に
建
設
を
計
画

し
て
い
る
配
彿
薇
ダ
ム
の

予
定
地‐
周
辺
の……
舞
児
諦
査

で
，
環
境
省
が
絶
滅
危
惧

種
に
指
定
し
て
い
る
ク
マ

タ
カ
の
営
業
が
確
認
さ
れ

た
も
の
の
，
建
設
に
反
対

す
る
市
民
か
ら
の‐
情
報
公

開
に
対
し…■
県
が
種
名
な

ど
調‥査
結‥
果
の
大
半
を
黒

塗
り
に
し
て
公
開
し
た
こ

と
が
分
か

っ
た
。

一
一　

一

■
内
ケ
谷
ダ
ム
は
、‐
民
主

党
政
権
が
凍
結
し
た
国
の

補
助
ダ
ム
の
一
つ
。
県
は

国
の
評
価
基
準
に
基
づ
く

建
設
の
是
非
の
再
検
討
を

進
め
て
い
る
■
　
．
∴

ダ
ム
建
馨
墨
爾
伴
つ

県
の
環
境
調
査
は
一九
九

一
年
か
，
一
〇
０
四
年
度

に
か
け
て
行
わ
れ
、
市
民

が
昨
年
十
二
月
に
同
調
査

の
資
料
を
請
求
し
た
。

公
開
さ
れ
た
環
舞
調
査

（鰍
配
婿
ヽ
は
、
訂
査
し

た
内
容
が
ら
結
果
ま
で
黒

塗
り
の
状
態
で
開
お
さ
れ

た
¨
一
県
は
■
見
る
人
が
見
れ

ば
ヽ
営
巣
の
場
所
が
特
定

で
き
る
の
で
具
体
的
な
内

容
は
出
さ
な
か
う
た
■
営

巣
中
な
の‥
で
配
慮
し
て
■

法
や
計
画
を
見
直
し
な
が

ら
進
め
て
い
る
｝
と
話
し

て
い
る
”　
」
　

¨
・　
¨

，と
こ
ろ
が
，
調
査
内
容

２
一部
は
， 一Ω
律
策
定

の
長
島
肝
日
域
河
川
整
備

計
画
に
盛
り
込
ま
れ
、
県

が
ホ
ー
、ム
ベ
１
２
で
公
開

し
て
い
る
¨
・
一　
一
一　
―
」

一
同
計
画
に
よ
れ
ば
，
現

鼈
調
査
で
確
認
さ
れ
た
貴

一車
種
の
種
名
と
し
て
、
ク

マ
タ
カ
の
ほ
か
、
オ
オ
タ

カ
や
国
天
然
記
念
物
の
イ

ス
ワ
シ
な
ど
を
挙
げ
て
い

る
。
　
■
■
　
　
　
　
・
一

照
は
取
材
に
対
し
、
こ

の
う
ち
営
巣
し
て
い
る
の

は
ク
マ
タ
カ
で
，
イ
ヌ
ヮ

シ
は
飛
ぶ
姿
が
日
撃
さ
れ

た
と
説
明‐
し
て
い
る
。

・情
報
公
開
請
求
し
た
市

民
は

「
種
名
は
隠
さ
な
い

郎
維
鯰
節
鯰

が
串
０
■
な
い
の
は
お
か

る
県
検
討
委
員
会
メ
ン
バ

■
の
大
塚
之
稔

一
日
本
野

鳥
の
会
岐
阜
代
表
は
■
営

て
い
る
。
一　
　
●̈

2θノ/2`
ι●椰身41嘲

ク
マ
一タ
カ

確
認

黒
塗
ILJ

開請求

)θ ′′

2,3

ヤヽロタ1曖

種
名
な
と
大
半
の
調
査
内
容
が
黒
塗
り
に
さ
れ
た
報
告
書
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内ケ谷ダム

河遊
道水
改地
修や

【注】か つこ内は総事業費、単位 円

絞
り
込
み
、
今
後
二
回
の

検
討
の
場
を
経
て
、
知
事

が
対
応
方
針
を
決
定
す

る
。
　

、

代
替
案
は
国
が
示
し
た

二
十

六

の

「洪
水
対
策

案
」
の
中
か
ら
四
案
、
十

三
の

「水

の
確
保
対
策

案
」
の
中
か
ら

一
案
を
県

が
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ

ー
ス
の
長
所
、
短
所
や
総

事
業
費

現
計
画
超
え
る

国
の
補
助
ダ
ム
で
、
建
設
見
直
し
の
対
象
と
な

っ
て
い
る
長
良
川
流
域
の
内

ケ
谷
ダ
ム

（
郡
上
市
）
を
関
係
自
治
体
が
検
証
す
る
第
二
回
の

「検
討
の
場
」

が
二
十
八
日
、
県
庁
で
開
か
れ
、
県
は
ダ
ム
を
造
ら
な
い
場
合
の
代
替
案
と
し

て
、
遊
水
地
の
設
置
や
河
道
改
修
な
ど
五
案
を
示
し
た
。
代
替
案
の
総
事
業
費

は
五
案
と
も
現
計
画

（ダ
ム
）
よ
り
も
高
く
見
積
も
ら
れ
、
効
果
の
評
価
は
大

半
が

「現
計
画
よ
り
劣
る
」
と
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
本
真
嗣
）

県
は
計

画
案
を
公
表

し
、
県
民

の
意

見
を
募

る
。
そ
の
上
で
現
計
画
と

代
替
案
の
中
か
ら

一
つ
に

事
業
費
を

算
定
。
選

定
に
は
、

県
の
意
見

募
集
に
応

募
し
た
三

十
八
人
の

意
見
も
参

考

に

し

た
。内

ケ
谷

ダ
ム
は
治

内
ヶ
谷
ダ
ム
建
設
予
定
地
付
近
の
亀

尾
島
川
―
郡
上
市
で

（県
提
供
）

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一〓
一一一一一一一一一一〓
一一一〓
一一一一一一一一一一一一一一一一一〓
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一̈
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

内  容 長 所 短 所

計
画
案

現行計画
(390聯獣)

ダムと長良り||の
河道改修

ダムで定量的な
洪水調節が可能

流域以外での大
雨には効果がな
い ことも

＝
洪
水
対
策

河道改修
(516儒ま)

長良川河道改修
で対応。遊水地
も譴

整備計画規模ま
で洪水を安全に
流せる

洪水流量が増え
堤防の負担高い

茜 水 地
(621億 )

ダム分を遊水地
で対応。不足分
は河道改修

呆七を着鶏暑薦
艮良川への洪水
流量負担が増

水田貯留
(10301ま )

流域の全水田の
あぜをかさ上げ
し、不足分は河
道改修 と遊水地

県管理区間の長
良川で洪水調整
機能がある

河川管理者の施
設ではない。水
田所有者の負荷
が大きい

複  合
(697億 )

上流は水田貯留
下流は遊水地

流域全体で洪水
調節機能を発揮

同 上

″
‘？
ギ
）
由
麺
出

崚
阜
晨
麻

生
息
場
所
が
具
体
的
に
分

か
る
な
ら
公
開
す
べ
き
で

は
な
い
と
し
て
い
る
。
た

だ
、
今
回
の
件
で
ど
う
具

体
的
な
懸
念
が
あ

っ
た
か

一に

つ
い
て
は
精
査
し
た

い
」
と
話
し
た
。（中

崎
裕
）

「懸
念
あ
っ
た
か
精
査
」

廓一豚
彎
融
知
事
、黒
塗
り
検
証
へ

県
が
国
の
新
し
い
評
価

基
準
に
基
づ
く
再
検
証
を

進
め
て
い
る
内
ケ
谷
ダ
ム

の
環
境
調
査
で
ク
マ
タ
カ

の
営
巣
な
ど
が
情
報
公
開

さ
れ
な
か

っ
た
問
題
で
、

古
田
肇
知
事
は
三
日
の
定

例
会
見
で
、　
天
フ
朝
知

っ

た
ば
か
り
な
の
で
、
こ
れ

か
ら
精
査
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
述
べ
、
非
公

開
の
判
断
が
妥
当
だ

っ
た

か
を
検
証
す
る
考
え
を
示

し
た
。

問
題
と
な

っ
て
い
る
の

は

一
九
九
二
～
二
〇
〇
四

年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
内

ケ
谷
ダ
ム
の
環
境
調
査
の

報
告
書
。
反
対
派
の
市
民

が
情
報
公
開
請
求
し
、
開

示
さ
れ
た
資
料
は
、
調
査

対
象
の
種
名
な
ど
大
半
が

黒
塗
り
と
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
同
ダ
ム
な
ど

流
域
全
体
の
洪
水
対
策
を

ま
と
め
た
長
良
川
圏
域
河

川
整
備
計
画
に
は
、
ク
マ

タ
カ
や
オ
オ
タ
カ
、
国
天

で
毎
秒
六
百
九
十

ン
ト
の
洪

水
調
節
能
力
が
あ
る
。
現

計
画
で
は
、
ダ
ム
と
掘
削

を
中
心
と
し
た
河
道
改
修

と
で
、
五
十
年
に

一
度
の

大
雨
が
降

っ
た
場
合
の
国

の
河
川
整
備
計
画
の
目
標

流
量

（岐
阜
市
の
思
節
橋

で
毎
秒
七
千
七

百
立
方

房
）
を
安
全
に
流
せ
る
と

す
る
。

洪
水
対
策
の
代
替
四
案

は
、
ダ
ム
が
な
い
と
想
定

し
、
河
道
掘
削
や
堤
防
整

備
を
中
心
と
し
た
河
道
改

水

ダ

ム

一修
の
ほ
か
、
遊
水
地
や
水

安
全
度
で
は
、
い
ず
れ

の
案
も
目
標
流
量
は
流
せ

る
と
し
て
ぃ
る
が
、
目
標

を
上
回
る
大
雨
が
降

っ

た
場
合
は
、
効
果
が
不
明

と
指
摘
。
総
事
業
費
も
現

行
計
画
が
約
二
百
九
十

億
円
な
の
に
対
し
、
代
替

案
は
五
百
十
六
億
～
千
三

十

億

円
が

か

か

る

と

し

た
。洪

水
対
策
と
は
別
に
、

河
川
流
量
を
維
持
す
る
た

め
の
代
替
案
と
し
て
、
河

道
外
に
水
を
た
め
る
貯
留

施
設
を

つ
く
る
案
も
提

示
。
新
た
に
百
三
十
二
億

円
が
か
か
る
と
し
た
。
算

定
根
拠
は

「資
料

が
膨

大
」
と
し
て
示
さ
な
か

っ

た
。

◎
徳
山
ダ
ム
で
工
事
中

死
亡
　
３
月
３‐
日
午
後
６

時
３５
分
ご
ろ
、
揖
斐
川
町

の
徳
山
ダ
ム
で
建
設
が
進

め
ら
れ
て
い
る
中
部
電
力

徳
山
水
力
発
電
所
の
工
事

現
場
で
、

「
作
業
中
の
男

性
が
倒
れ
た
」
と
１
１
９

番
通
報
が
あ

っ
た
。
消
防

が
駆
け
つ
け
る
と
、
地
下

３４
房
の
坑
道
で
、
北
海
道

出
身
の
作
業
員
佐
々
木
弘

一
さ
ん
（
４５
）
が
倒
れ
て
お

り
、
ま
も
な
く
死
亡
し

た
。揖
斐
署
の
調
べ
で
は
、

佐
々
木
さ
ん
は
地
上
か
ら

坑
道
に
資
材
を
降
ろ
す
た

め
大
型
ク
レ
ー
ン
を
誘
導

中
だ
っ
た
。
ク
レ
ー
ン
に

つ
り
下
げ
ら
れ
た
重
さ
約

一
４
トン
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
資

一
材
と
現
場
の
作
業
用
機
械

（
っ
節
狙
融
強
枷
ゲ
噸
を
打

然
記
念
物
の
イ
ヌ
ワ
シ
が

確
認
さ
れ
た
と
記
載
さ

れ
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
さ
れ
て
い
た
。

古
田
知
事
は

「情
報
公

開
条
例
で
、
希
少
生
物
の
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情報公開の黒塗 りについて「精査 じ

たい」と述べる古田知事 =県庁で




